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2試験目的
携林有害虫猷の生物的防除の一瓊として、角虫性鳥類の誘致増殖をはかるため、造林地にお 

ける育林施業と調和した環境造成の試験研究を行なうことを目的としている。

3 試験の経過とえられた成果

A政の経過

1)試験開始の助版

木材衲の増大に対応して、近年拡大造林、一斉造林舟計られているが、それに並行し 

て病虫歌書の発生が目立ってぎている。これの防除策としての薬剤散布は速効性は認めら 

れるが、抜本的な発生環境の抵抗力の強化には勿险関係が無く、農薬蓄積による弊害、生 

物外の自然平衡の攪乱なと・悪影響も跟近しばしば指摘されている。したびって現在では生 

物的防除法もあわせた、峪合的な防除対策が望まれており、その点て•食虫性烏禁の役割も 

再翊!されるに至った。しかる比、森林他棲息する狼虫性烏類は棲息環境の無計画な破壊 

によって、急速に減少しており、こんご天敵としての役韧を果させるため;て枚、これの费 

極的な保護増殖を計る必要がある。森林粮息鳥谿が必婆とする棲息環境については、この 

沒験開始に先だって林野庁が財団法人山階"硏究所に委託した研究によって詳しく解析 

され、さらに「標高、土県地形、植裁樹種が同じ林分であっても、施業万法忆よってそ 

こに槌恩する鳥跳を索化させることができ、また、小而積の異酣分(特虻広册)の 

混花によって、地域全体の烏蜘相を相当毫かにする串が可能である」•ことが解った。そこ 

で次忙造林地において、造林施業体系といかに啊和させて、鳥類の棲息条件を整えていく 

かと甘う具体的万策を究明する事がa曜fiとなって、この噸が開始されたわけである。

2)試饌地の設定

試験地については東京営林局及び沼津営林碧と共同関査を行ない、以刮から野烏の膜息 

地として著忍な富士山誕の国府造林地带を増定した。所在は沼律事業区仁杉囿有林及び木
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の枳板第一国有林で、ここIて「務林冇益鳥類務致試験地Jとして4 5.5 6baの広さの蹈 

地を股けたが,実霓に調査对象とした林分は5 0 haである。標高は1.15〇れで低山帯 

上部に位时し、以前はアカマッ、ミズナラ、ッガ等の天然林であったが、斐在は找験地上 

縁若干の天然林带を残すのみで、殆んど全域がアカマツ、カラマツ、ヒノキ、ウラジ・ 

モミの若令造林地になっている。

試験地の構掩は紙1図のようになっており、南北に1.3 〇〇め、東西に40 Qmで、西 

に富士tl！をいだぎ、殆んど傾斜の無い平坦地である。踰に便利なようK蹄局に依頼し 

て巾1師の消在步泡を5 0%間隔で芯炫目秋祀伐開したが、その關は17K=に速する。 

昭和1〇年植我のアカマツ、カラマツ混交姓約1〇膈が成林している他Si•殆んど全部昭徳 

3 0年以降植裁の离さ5机に沸たない若令造林地からなっている。なお、試験地内を2本 

の高圧線が南北に通っており、その直下は巾約5 0刀、髙さ3 m程度の滲木林帯になって 

いる。試験她の中央には仁杉造林小屋が布り、關在はそこを根拠に行なった。

3)就験跑夜の針面

(1) 基本万針

ます試験徳内に棲息する恩顏についてその径類相、個体散を各林相に照らし合わせて 

験し、その抡息環塊を「前報」と比救しつつ、さら祀詳しく、営史瑣境、採餌狼境, 

嘲り位殴,添鼠休息林の環境など瞥茹期に垂点を縱いて調査し、その他鳥類のあ礎的 

な諸生態と合わせて鳥類の要求する構造的また生物的な槍息条件を抽出する。次にこれ 

に基づいて造林地においていかにすればそれに漩合した襟息条件を総合的に造成できる 

かを考究しつつ、年S林分癡や育林作業に件なう烏相の変動、また繁殖期内»Cおける 

育林作業の鳥類に及ばす影響などを調をし、きめ細かな誘致、保領策を追究する。

そして、可能な範囲において、巣籍架設、育林作業の関闘誘致策を上記調充と併行 

して有ない,その効果を見て有った。

(2) 調査刪

試験堆内には各種の林相があり、また年々各種の育林作業が看なわれているので、短 

期間でも冋時に諸應の解析が可能であるび、死您の鳥相の自然変動による偏りを小さく 

し,さらに年々の林分の自然成長に伴なう鳥相の入れ代りを見て行くにはかなり長期の 

調査あ必要て・あろう。幸いこの此験地は电和41年以降1〇カ年設定が認められており、 

前、後期の2期に分けて閥験を実施する予定である。今回はそのうち、昭和4 3年度ま 

での5カ年の林野庁特別会料事業弦忙よる調査の中間初告である。
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富士山試験地略図
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⑶訓査細目

① 試験地実態部査

(I) .»・相調 花:跳飛相、個体故、樓息林分など

GD林相制花:自然植生、林分配俄、構造など

伽造林施業の鼬携査

IV!諸環境調査:夙候、周囲の秋況など

② 繁殖生應の調査(林相と明運させて)

(I)なわぱり配股、噪り位•贸の調査

(ii)營巣調査：當史環境、営吳経退など

価)採餌行動戏!交:採僞環境、餅の尊類など

IV)諸行動綢査:逃避、休恩、歸眠、水浴び•哨り日週活軌・親子詳行動など

M 罟敵訓査：小哺乩類、烏類、獣類など

(3)標微践験調査

これは鳥の足に番号や色つきの足輪をはめて放し、これを織別追跡したり、酬獲

する事によって、行姗や移動队 年令、帰遅性などを調べるものである。

④ 繁殖季内における育林作榮が烏類に及注す直接的影啓のm 矚

(II ’営巣地点に対する骸藩の調査

(il!帯育動域に対する影務の涸査

個心理的影書の!W奄

⑤ 実施した誘致緒席策の効果胞査

(I)吳翁架設獄験

(in給水施設調査

醐野生化成験

6V)育林作業の漓整

⑥ その他

(I)センサス方法の究明

(||>近接天然湧水池の那査

4)訓査日程我

綢査は伝回担当者1〜3名、野鳥の会等の神助貝1〜4名によって行なった。(第1表)
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第1表 調査実施日程表

1966月 日 日数 196 7月 日 日数 1968月 日 日数:

5/1 〇〜5/1 4 5 4/1 6〜4/1 8 5 4/1 9〜4/2 2 4

5/5 〇- 6/5 5 5/1 〇〜5/1 4 5 5/7 〜5/12 6

6/1 3〜6/1 6 4 5/2 2〜5/2 6 5 5/1 8 〜5/2 5 6

6/2 5 1 6/6 〜6/9 4 6/1〜6/4 4

7/4 〜7/8 5 6/2 〇〜6/2 6 7 6/1 3〜6/1 8 6

7/2 5〜7/2 9 5 6/3 〇〜7/4 5 6/2 7 〜7/2 6

8/1 5 〜8/1 8 4 7/1 4 〜7/1 0 5 7/11〜7/1 5 5

9/5 ～ 9/7 5 7/2 9 〜8/2 5 7/2 5〜7/5 0 6

11/4 -11/6 5 8/5 〜8/8 4 8/8 〜8/1 5 6

〔1/3 〇〜12/1 2 8/1 9 〜8/2 5 5 8/51 1

9/2 5〜9/2 7 5 9/2 7- 9/2 8 2

1 0/21〜1 0/2 3 5 10/51〜11/1 2

1 2/2 〇〜1 2/2 5 4 1 969 _
5/2 5 1

計 57 58 55

大 8+ 150

5)浏翊

前我のよ”て3カ年間忙第殖期を中心に実質150日間の脚を冇なった。この間、ー 

行程2時間近くかかる烏類センサスを3 ? 〇回余行なったのを始め、延6 6日間に渡る標 

織麴査、その他、’前記洌査細目を可能な限り笑行した。

濟致緒施策としては先ず巣箱架没を行なった。調査開始の前冬期従昭和1〇年植栽混交 

林内K3 0個架設し、さら忙翌年4 0個架設し計7 0個の経過を觸査した。次に寫士山散 

のように水坳の少ない所では給水糊設を供与した埸合、どの程•度利用するかを調べるため 

« 浅験地中央に2カ所ポリタライ計4個の水場を股け、経過を調花した。なお、近接の 

天然湧氷地との交流関係も標識弑験などで調査した。次に初年度に中型鳥類2種類を試蹴 

地は放期し、野生化の可能性を調査した。育林作業の調認てついては担当区との了解の上
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に若干の作諜手順の変更を行ない、その効果を調査した。

B展!験の成果

3年問の倒充・で得た責料は膨大であり、主として、鳥類繁殖お礎生竦 誘致施業法の検討、 

鳥類センサス法の検討の5部門に大別され、センサス法については、国際生物学巩槩計面( 

IBP )との共冋昧題として解析を進めている。ここでは、試験地の鳥類相の杭要に触れた 

あと、主に棲息洪境の解析を中心価、前記調布細目の主要な部分について探科を示しなびら 

解脱し、僕後に勝致施業についての中問鬱括を述べておく。

1)試験地の烏用相

(1) 種無相 ^

5カ年季節を通じての出現種敝は瘪2表のよう昆9 3利知に逹する。これを候鳥另胚 

見ると、1年中近辺にいる留烏が3 Of?類で最も多く、次I町夏期に日本に渡来する夏以, 

が2 7種類出现した。また寒期に山地から平坦•地に移動してきたり、西日本に移動した 

りする濕思を2 2種確認したが、冬期Kなると日本に越冬のため南下してくる冬岛は冬 

期の礪査が不充分なため、1。統鎮しか記处されていない。衆後K春期と秋期に日本列 

烏或は本州を通過するだけの旅.功は4種類・e®されている。19 6 7年の紀録について、 

鼠験地出現稲類数の季節変化を兒てみると、第2図のようになる。厳冬季見は啟雪の多 

少にもよるが相当減少する。4月初旬頃から源鳥が戻り始め、4月下句には多くの夏烏 

が渡ってくる。そして一時渡りの時期が過ぎて、全ての彿類が繁殖地に落ち着いた6月 

中旬頃に/録敬の谷が有って後除5て、繁殖が終ったものや、幼鳥群び出現し始めて、 

8月下旬忙1つのピークを示しその後少し夏烏が去ったりしてまた波少する。そして、 

!〇月下旬には密鳥,探,氐 冬臨 旅鳥などが一度に移・動を始めて年間の最大のピーク 

に避した後、寒さと共に急敬忙每毋数が波少することになる。

(2) 寒殖個体数

移動性の激:しい,角瓶の個体数を正しく把握する邱は相当労力のいる仕事であり、年間 

を通じて、個体の鞄対数を割り出す万法はまだ確定していない。従来の方法の多くは兢 

センサスによる相対的な把握が基本であり、嵌得力に欠けていた。近年宾殖期について 

は、なわばり眠図法によって、相当正確につカ；い数を把握することが可能kなった。こ 

の万對・山野棲の多くの鳥が繁殖期にはなわばりを持ち、その境界は争いや喝り合いに 

よって示されるという事を利用したものである。つまり繁殖期に調査対象の森林内の全 

体をおおうような経路で做冋し、昭めた鳥を携帯する地図上に記入して行くのである。
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第2我 出茨鳥稚リスト

1 9 6 6〜1 9 6 8

冻 鳥 名 候 危 鳥 名 侯 在 鳥 名 候 烏 名 鉞

1 ハシブトガラス
|26

ゴジュウカラ 留 51 シ・ "、ラ 冬 76 ジュウィチ

2 ハシボソガラス 留 27 シジュウカラ 留 52 マミチャジナイ 旅 77 コノハメク 昱

3 オ ナ ガ 留 28 ヤマガラ 倒 53 7•カハラ 漂 78 フク a ウ 卻

4 ホシガラス 漂 129 コ ガ ラ 叫阻 ッ グ ミ 冬 79 ハヤブサ 理

5 カ ケ ス 巍 30 ヒ ガ ラ - ノ ビタキ 夏 80 チ:,ウゲンボウ 冬

6 ムクドリ 留 31 エ ナ ガ 留 56 ルリピタキ 漂 81 ノ ス リ 留

7 コムクドリ 夏 52 キクイタダキ
詞

57 ジョウビタキ 冬 82 オオタカ 宙

8 ス ズ メ 留 53 モ ズ 深 58 ノ ゴ マ 旅 83 ハイタカ 宙

9 シ ・ メ 冬 54 ブカモズ 场 59 コマドリ 漂 84 ト ピ 留

! 〇 イ カ ル 留 35 ヒヨドリ 漂 60 コ ル リ, 夏 85 サ シ パ 夏

11 コカワラヒワ 留
邕 サンショウクイ 夏 61 カヤクグリ 游 86 キジバト 初

1 2 マ ヒ ワ
冬|

サンコウチョウ 62 ッ パ メ 夏 87 アオバト 漂

1 5 ベ二マシコ 冬|i58 コサメビタキ 亥 65 イワツバメ 夏 88 キアシシギ 旅

1 4 ウ ソ 漂| 39 エゾビタキ 旅 64 ブマツバメ 堪 89 ヤマシギ 豊

1 5 イ ス カ 冬 ! 40 キピクキ 豆 65 ハリオJ•マッバメ 夏 90 オオジシギ 吃

1 6 ァ オ ジ 漂 41 オオルリ 夏 66 ヨ タ カ 夏 91 コジュケイ 宙

1 7 ノ ジ コ 漂 心 エゾムシクイ 夏 67 ヤマセミ 92 キ ジ 留

1 8 ホオジ 〇
日

メボソムシクイ 夏 68 アオゲラ 留 93 ヤマドリ 留

1 9 ホオアカ 漂 44 センダイムシクイ 夏 69 アカゲラ 叫

20 カシラダカ 冬 45 ウグイス 漂 70 オオアカゲラ 用

21 ク O ジ 漂 服6 ャブサメ 夏 71 コ ゲ ラ

22 ビンズイ 漂
|47 セ ケ カ 漂 72 アリスイ 冬

25 タヒバリ 冬 |48 トラッグミ 漂 7£ カッコウ 夏

24 キセキレイ 留 | 49 マミジ〇 弦 74 ツッドリ K

25 メ ジ D - 留 5〇 クロツグミ 夏 75 ホトトギス 夏
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持に同時に別個体と分るものicitE別の印をつけていく。これを何回か繰り返した後、 

種须毎に集約すると、なわばりを持つものは出現点びまとまって現われ、そこに1つか 

いの筷息が明らかになる。本方法でばと•のような環境に棲息するかも冋時にわかって便 

利である。この試験地では全てのセンサスをこの方法で行なったが、回数が非常に多い 

上に、実際に繁殖しているかどうか、巣の発見にも努めたので、種類毎の絶対陸息数は 

春夏の季節安化も含めて相当正疏につかめているものと思う。

第3表は上記の方法の他、璟諸:調査資料などを総舍的従検討して得た3カ年間の繁殖 

なわばり按変化を示している。各年の数値は季節を通じて最も安定した時期の极息数を 

とってある。日本において5 0 ba余の広い地域の繁颈絶利数を3カ年も追跡した例牡 

これが始めてと言える。繁殖確認酬敝ほ延2 5種以上あり、平均15 〇っがい位棲息 

していることになるが、これを前紀山階鳥類研究所報吿の各地の蹈と比較すると、種 

類数はほし评均的といえるが、放烏した徳類を除いて調査面极から考えると、少ないと 

倉える。個休數についても少ない万忙属し、特に巣箱で増殖したシジュウカラ類を除け 

ば明らかだと,思.われる。これは極理によっては個体敬の多いものもあるが、やはり、試 

験地全体に成腐構造の蹈注していない幼令造林地が多くて、環境が比較的単純なために、 

御的に侷った鳥相になっているためであろう。また、アオジが各年とも最優占種であ 

り、3年目田は全棲息数の1/3程度にも蓮するcこの5カ年試験地では特にアオジの好 

むような環境造成はしておらず、強いて舌えば試験開始前の観測路伐開が影響したかも 

知れないが、恐らくは4 2年匪の気候、食物縫等が条件にかなったために自然4C増加し 

たものと思われる。この種類は山階鳥類研究所報告にも弥かれているように棲息する区 

域としない区域が明確忙区分されていて、棲息区域には多数密集するか、この試験地も 

好適な璟境のため忙多数密集している例なのであろう。ウダイスは初年度は相当棲息し 

ていたが除々に減少している。これは後にも示すよう9明らかに彼等の棲息壤境である 

ブッシュが下刈り作类により減少していることによる。アカハラッ3カ年とも安定した 

数を示しており常に上位3位までに入っている。この鳥もどんな環境でもかなり適応性 

があるようである。ピンズイはアオジと同様除々に増加しているが、これも後述のとお 

り、下刈りによってウグイスが姿を消した後の革原状の区域K入り込んで椎息数を増や 

したのである。シジュウカラについては1年目に巣箱が小啼？！濒によりかなり被罟を受 

けたために2年目は余り利用率が址えなかったが、3年目心まほ睡倍忙増加しており、 

やばりこの類は条件さえ整えば相当増える事が再確認された〇
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第3我 富士試験地 盟规番数 (5 0 ba当り)
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氣 烏 名 B. 4 1 B. 4 2 0.4 5

1 7 才 ジ 3 0+番 5 7番 51帯

2 ウ グ イ ス 5 0 + 2 6 1 6

5 7 カ ハ ラ 2 0 + 2 4 2 4

4 ピ ン ズ イ 5 + 9 1 2

5 シ ジュウカ ラ 7 7 1 5

6 コ ル リ ! 〇 7 7

7 メ ジ a 7 6 6

8 ホ ォジ 〇 5 + 7 6

9 モ X 2 + 4 8

! 〇 マ ミ ジ a 1 + 5 5

11 ホ 才 7 力 〇 2 5

1 2 ヒ ガ ラ 2 5 2

1 3 ヨ 夕 力 1 + 2 1

1 4 X ナ ガ 1 + 2 2

1 5 センダイムシクイ 1 1 1

1 6 コ サメビタ キ 1 1 〇

1 7 卜 ラッグ ミ 〇 1 〇

1 8 7 カグ ラ 〇 〇 1

1 9 キ ジ 1 1 1

2 〇 コ ムクド り 〇 〇 i

2 1 ヤ マ シ ギ 〇 1 1

2 2 ホ トトギス 類 1 士 ! 士 3±

2 5 キ ジバ 卜 〇 1 1

2 4 コ ジュケ イ 〇 1 1

2 5 才 オジシ ギ 〇 1 〇

»•

合計 12 7 + 1 5 〇 1 6 4



上記以外の種烦拡ついては各項で述べるので、ここでは言及しないが、いくつかの箍 

類が育林作業の影麝を示している他ふ 全体にかなり安定した個休敎窪化を示している 

ようである。

2)椎息環境の解析

なわばり記図法による七ンサス結果ほー例を示せば第3図のようになる。この図は

i 9 6 8年5月上旬の調査時のウグイスの例で、試験地の南半分だけ扱ってある。小円の 

位恥噌り地点で、小円内の敌字はセンサス飛回の回数の順番を示している。なわばり枠 

は大まかな暫定線て•ある。以下の脱明では拆り易くするために、このなわばり線のみで図 

示しておく。

棲息環境というのは彼等の生活する場全休を指すもので、前忙も述べた営巣環境、採餌 

環境、啰りボスト、避難所、休息所、ねぐらなど全てに関诬している。小為知のうち8割 

はいわゆるなわばりを持っているが、そのうち1/3は配隅,採僞、育雄その他大部分の生 

活行動をなわばりの中のみでまっとうしているのに対し、2/5のものは主莪行動の1つで 

ある採餌活動をなわば；の外にも出て行なっているとい"したがって、なわば;記図法 

によるなわばり図のみでは彼等の生活域を完全忙把みきっているとはいえないのであるが、 

ここでは採饵活動についてば別に調査した結果を袖足しながら、吏ず窗巣環境の詳しい解 

析等を混えつつなわばり記図法に基いて相観的に楼息項境を述べてたくことにする。

⑴営蜘境

3カ年間にトエ吳箱にのみ営巣した・ンジュウカラ、ヒガラを除いて2 0称5 2 8個の 

自然巣を疑見し、営巣球境や常巣経過を况査したが、そのうち主として樹上に営吳する 

程類については、第4我洪巣榭種、削5表巣の地上からの药さ、第6我覲恭•路や林縁か 

らの距髏の5つに分けて検討した。

巣の発見碗率ほ全植生にわたって翔類毎Kはぼ同様だと見て良く、この我に出ている 

傾向は恐らく全体の傾向を示していると考えられる。

① 當巣榭棟は鳥種によってばらっきがあるとはいえ、小灌木が圧倒的忙多い。小洒木 

として主な樹稲はフジベニウツ早、マメザクラ、ノリウツギ、フジイバラ、ハノンキ、 

その他ツッジ利、カエデ科などであり、いずれもこの附近の下風植生の代说癒である。 

大部分の巣はこれら小溥木の分枝点や蔓性植物とからみ合った所«：造られているが、 

また一方、下刈りにより中途で切断されたあとひこばえが密生した所にも多くの巣が 

架けられていた。ウグイス、モズ、メジロなどが圧倒的に小瀉木に架けるのに比べて、
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第3図 ウブイス帝側区域
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ァオジ、ホオジロ、7•カハラなどは造林木であるウラジ〇モミ、カラマツ、アカマツに 

架けるものも多い。特にプオジ、ホオジロ、それにホオアカの一例などホオジロ碰の 

仲間はウラジQモミを好むようで、これは幼令・ウラジ。モミ林分全体の環境をこれら 

ホオジロ暖が好む上に、ウラジロモミの樹枝構造が営巣に最適なためであろう。ウラ 

ジロモミでも生長の快い枝問隔の長い林木は好まれず、生長のおそい枝萊のっまうた 

木に多く架けるようである。ブカハラはウラジロモミ年も架けるが、それは良く伸び 

た木のやや上の部分に架けることが多い。Tカハラはその權息環境から宫ってむしろ、 

やや成長したアカマッ、カラマツの枝上に架ける事が多く、7•カマッについては、成 

長先端都の分枝点に最も多く、その部位ならば樹离や松幹の太さに余り関係なく袈け 

ている。コサメビタキはカラマツにのみ2例肥録されているが、これは本来的にカラ 

マッを好むと菖うよりは、周囲の環境全体として好適て・あったと莒・う事であろう。卜 

ラッグミは巣が大Sい审もあって、2例とう相当太い脾を必要としていた。キジバト 

はアカマッの分枝点に粗い巣を架けている。その他特異なのはアオジが伐倒した枯枝 

上に営巣した例やウタイスがススキの株内に巣を架ける事などである。アカゲラとコ 

ムクドリは新植地に伐り殁した枯大木に穴をあけて営吳した。なお、造林木のヒノキ 

に営巣したものは1つもない。

ァオジ、ホオフ・カの一部の他ピンズイ、コルリ、ヨタカ、オオジシギ、センダイ 

ムシクイ、キジ、コジュケイ、ヤマシギの全部び地上に営巣するが、それぞれ草っき 

やプ‘•ンユ下や倒木下など一定の環境を遐択する〇特にこの蟀地で攘患、数の多いピ 

ンズイについてふ道路沿いの産ふちや草原桃の所に大善分営巣するが、多くの例で 

下刈りして束秋に伏したススキや草木の下にもぐり込んで営巣していた。

以上要約すると樹令や諸環境条件によって変異はあるものの、造林主林木に営巣す 

る種類、個体数はある程度存在すると言えても、もし小滯木類が全く無い場合には、 

この試験地の主要構成恩の多くが、松巣環境を失なったり、何らかの営巣条件に不利 

益をこうむる事は明らかであると百える。

また、逆に背林作業過程て•関連してく如下刈り処理方法、枯木の処理なと・のいか 

んが,ある種の営巣条件忙蹶1»に作用する事もある。

(2)巣の地上高は先程触れた一部の7カハラがブカマッの先端に架けるなら祐さに関保 

なく巣を県けている他は、圧倒的に低い部分に架ける種類が多く、とりわけ2 mまで 

の高さ!c殆んどの種類が集中している。
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第4我 営巣樹翎(数字は例数)

1 9 6 6 〜1 9 6 8

他 
鳥名、、

ウラジ・

モ ミ
カラマツ アカマツ 小灌木 ススキ 倒木

伐枝
不明 地上 計

ァ オ ジ 5 2 5 6 5 11 5 8 7

アカハラ 8 1 4 2 5 5 2 2 11 11 2

ウグイス 6 3 6 4 6 5 2

モ ズ 2 1 5 1 7

ホオジロ 6 1 1 2 ! 〇
オ ジ 〇 9 1 ! 〇
コサメビタキ 2 2

トラッグミー 1 1 2

ホオフ・力 1 1 1 3

キジが卜 1 1

計 5 5 1 8 2 7 1 5 2 4 5 2 9 6 2 9 6

ァオジはホオジロで龍告されているように、春先の営巣地点は地上が多く、後季節 

が進むに従い、惜巣高も上昇するという傾向を示すが、いずれにせよ2小以下にとど 

iるものであり、あとほそれぞれウラジロモミや小滔木などの帳息琪境においてその 

樹枝構造Iてよって若干の上下のふれを示す七のと莒える。アカハラは主な借巣离はや 

はり2 m前後て•あって低い。しかしアカマッの离い部分に営吳することもあるので、 

もしこの地域全休の灌木林が平均して数m髙い場合には、平均営巣高が商くなる可能 

性はある。しかしそうした環境にアカハラが多玆魅恩するかどうかは別の哦である。 

ウグイスはヤプウグイスと・曹われるようKその生活行動の大半をププシュの中で退ご 

し(特此雖)、営巣点もごく低い。

モズはやはり低い所にのみ営巣し1mから2 mの間此多い。ホオジロ、ホオ7•力は 

プオジと同様全て2 m以下でホオアカは2例ともごく低い。メジaは敬かのウリハダ 

カエデやツツジ料の広萊綴の酬冠下K：吳をぶら下げる事が多く若千高い位架けて
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第5表 巣の髙さ(数字は例散)

-1 4 1～

鳥名
、地上窩 

樹種、ヘ、
1mまで 2巾まで 5mまで 4 mまで 5»!まで 5E以上

7

才

ジ

ウラジロモミ 

小 滞 木
ヒコパエ 内 

役 倒 枝

5 1
11

5
3

1 4

•
小筮 7 » 」 ー・ 5 〇 1 4
7

力
ハ

ラ_

ウラジUモミ 

7・カ マ ッ 

カ ラ マ ツ

小 滞 木

5
1
2
4

4
8
8

3 〇

2
3

1 5

1
1
1
1

5 6 
1

小計 1 〇 5 〇 2 〇 4 5 7
ウ
グ
イ
ス

ウラジロモミ

小 鴻 木
ス ス キ

6

2 5
4

9

小計 5 5 9
モ

ズ

ウラジdモミ 

小 潴 木

1
2

1
11 1

小計 3 1 2 1
ホ 

才 

ジ 
a

ウラジaモミ 

ア カ マ ツ

カ ラ マ ツ

小 瀏 木

5
1
1
2

1

小計 9 1
ホブ

オカ

ウラジロモミ 

小 濯 木

1
1

小fit 2
メジロ 小 漕 木 5 2 1
は カ ラ マ ッ 1 1
巽 カ ラ マ ッ

ミ ズナ ラ
1

1
小計 1 1

大針 1 0 9 9 2 2 5 4 5 7



いるがやはり2 m前後が多い。コサメビタキはカラマツの力枝の上に验形のウメノキ 

ゴケでおおった巣を造っており、四囲が解放的な埸所が良いのか3〜5 wと蔼くなる。 

いずれにせよ残りの穫類や地上性のものまで含めて、この試験地では2 m以下のもの 

が大部分なわけであるび.これは1つには、二の就験地の小淮木や造林木まで含めて 

2 m以下田好迪な営巣部位のある林相或は林層が大半を占めることから、そうした環 

境に営巣する稲類が集っていると咅う事でむしろ当然の事かも知れないが、しかし, 

特に幼令•造林地において岛を捞致しようとするなら、そうした窩さの営巣条件を揃え 

る必要があるという事も示唆する五のであろう。

③ 観測路あるいは林縁から巣在での應継について統針を出した意味は、いわゆる林縁 

効果(margin effect )疥営巣環境田どう影野するかを解析するためである。

果までの匝離はこの賦験地が5 0 m問隔で碁檢目伏に伐開されている事から、酸荷 

2 5mとなる。巣の分布が灾際第6表の通りであるならGな林縁から6 m程度まで巣 

の集中分布性は若しいものと言わねはならない。しかしながら通常の場合巣の発見効 

率は奥に行くほど裕ちるのは当然であろうから、この我の数字をそのまま信ずるのは 

危険である。しかし19 6 6年别剛に実施した一部地域の顺脚査では特W：内部の 

方で見逃していた例はなかったし、また19 6 8年の巣誠夜でも、内部の方を倒って 

見沸がしたという専は無いと咎えるので、大体の傾向としてはやはり相当多くの粗で 

林縁忙巣が集っているという爭は含い得ると思う〇

ァオジではウラジロモミ、小汜木ともに全体の傾向と冋じであるが、下刈りされた 

ウラジ。モミ林などでは林縁忙略に関係なく’尚巣している例もあった。ひこばえや伐 

倒枝に営巣しているものは殖んど林携にあるが、それらの架設対象が低く位慌してお 

り、後で述べる行動性と配連して、より林獄近くに寄って'営巣したものと言える。

アカハラはアカマツ、カラマツ、小瀋木など全体の傾向と同じて,あり、アカマツで 

は壮令林において、生長先端部に架ける際は> 諸環境条件からみて、待田深さの選択 

は不要に見えるが、実際は観察路治いに架けるものが多い。小濬木については、特に 

高圧線下の瀬木林に架けるものが多く、そこは本来林縁的な様相を示していて、地域 

全体として7•カハラの疑,蠣境となっているのだが、実際の営巣翊所は外縁を讓ふも 

のが多い。ウラジロモミ林軸で架設位置が深くなっているが、もとの資料では5例と 

もいずれも8〜12 mの範囲にある。しかし幾分深い事は確か‘で、これはウラジロモ 

ミ林全体の環境が何等かの関連を持っているのだと言える。ウグイスはプッシュ瘦で
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第6表 娘測路林縁から巣までの距離(数字は例数)

鳥名
、、、 距賤 

樹種、、
0 w 1 * 

まで
2 m 

まで まで
4 m 

まで
5w 
まで

6事 
まて-

7 m 
まで

7 m 
好

T

才

ジ

ウ 

小 
ヒ 

伐

ラジ□

港
コバZ 
倒

モミ

木,

U内
枝

2 5
5
1
5

4
4
1

5 
4
2

7 
4

3 
4

5
2
1

1
6 
4

小計 2 1 2 9 11 11 7 8 1 ! 〇

7 
力 
"、 

ラ

ウ

7 
力 
小

ラジD
カマ
ラマ

渾

モミ
ツ

ツ

木

2
2
2

9 
1
4

4 
1
9

1
4
7

1
1
1
8

2

3
1

1 〇

2 
3

5
5
2
5

小結 6 1 4 1 4 1 2 11 1 6 5 〇 1 5_
ウ 

小 
ス

ラジ。

潘
ス

モミ

木
キ

5 
1

1
8

1
8

3
2 4 4 

1
3

___2_

小計 〇 4 9 9 5 4 5 〇 5
モ

ズ

ワ

小

ラシa 

瀬

モヾ

木

1
2

1
2 5 2 1 _2

小計 5 〇 3 5 2 1 〇 〇 _2
ホ

才

ジ
ロ

ウ
7
力

小

ラジU
カマ

ラマ

瀬

モミ
ツ

ツ

木

1
1

1 1

1 

1

1 3

小計 〇 1 2 〇 1 2 1 〇 3
ホア

オカ
ウ 

地

ラジu モミ

上 1
1

小叶 1 1
メジロ 小 溜 木 1 1 4 1
コサメ 
ビタキ 力 ラマ ツ 1 1

__

貨 力 

ミ

ラ マ

ズナ

ツ

ラ 1
1

小計 1 1

大計 1 2 31 39 38 31 35 2 1 1 55
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あることから、營巣位跋の選択は不股と考えられる沢 他の種類と同様かなり林縁に 

近く架けている。スフ・キ株は下刈りの後なども窺期間に密生して世巣環境として適当 

なため、林地内の深い位置でも架けるのではないかと思われる。モズとメジロは全体 

としては他の徊と同様な傾向だが、モズ牡3 m、メジロは5”:と若干集中部に差が見 

られ、恐らく権息申境全体としての両何の差が出ているのだと・思われる。ホオジロ、 

ホオアカは例数が少ないが、若千ばらっきがあるようで、これは彼等の主たる生活域 

が後で述べるようにアオジより若干低位の華原や1陆林であって、地域全体がランダ 

厶な構造をしている所が多いため、営巣点ほ林縁K関保なくどこをとっても良いと 

いう事があると思われる。コサメピタキは四囲至間があいていて、長く張り出した力 

ラマツの太枝に営巣しており、彼等の目性から言って休縁的な部分にのみ営巣するt 

のと首える。トラツグミほ例疥少ないが、他より奥:〇方を好むようである。主として 

樹上卷曳性の種類に限らず、ピンズイ、コルリなど地上性のものうやはり林縁的な場 

所に果を造る傾向がある。ビンズイは試験地でけ・滴沿いの壓や路傍近くに営巣した 

セのが5例あり、また草っきの広い埸所でも、樹高数mの林分との境界近く心地巣し 

た例が3例ある。コルリは1巣しか見出されなかったが、林内小徑の路傍傾斜地に造 

っていた。

以上の痢から試験地に棲息する多くの師類が営吳場所として排道治いや林縁部分を 

選好する事が解った。つまり、この試験地忙関する限り鳥預が全体としての楼息環境 

を選ぶ際心ん多くの場合、他の活動域がどんな林相であれ、林縁的な部分を一部忙 

含めたり、あるいはそこを中心として棲息繡を形成するとE・える。アオジは1968 

年は非常に多数が樂殖したが、•通例では禳恩娥となり得ない壮帰林でさえ観測陷があ 

って路傍に適当な営巣地点があったというだけで棲んでおり、常巣地点の重要性を再 

的織したn

なおこの試験地は全体に細分化されている上に観測略枝四万に伐開された結果、林 

縁的な場所を好む麹類のみが棲息しているといった点も若干考えられるが、沛記山階 

鳥無研究折報告と比較して如 絢森林?条 主として洞吳性のんのが少ない他はそれほ 

ど烏相に変りはないと言ってよく、この結果はかなり畏当なものと思われるc

なせ営巣：地点として林禄を好むのか、その理由として考えられるのは以下のようで 

ある。

⑴巣の架け易さから

-1 44 一

(イ)林道成による地形の好適化

冋林縁柩性の好適化

(H)烏の有動性から

(イ)吳への飛ぴ込み、飛び出しの便宜さ

(°>見張り、避熊の容易さ

い巣位储の確22のし易すさ

Oil)その他生活環境全体としての好適化

世巣環境の解析からまとめてふると、枯局側上営巣性の多くの烏類に好昭Jな皆臬環 

境を提供するためには、広葉樹で2が程度までの高さに好近な皆吳部位のある林相を 

林縁部に配附れば有効(特に幼令造林地において)であるという挙Kなる。地上営 

巣性のものについてもやはり林楞•要素を好適に配飮すれば右効である。さらに育林諸 

作菜上の考慮によって洞巣性の秤も含めて、いくつかの種にとって好遭な営巣環境を 

保残することもできる事が判った。次にこれらを含めて懼息環境全休について相観的 

に見ていくことにする。

(2)癒類別の棲息環境

①アオジ

第4図は19 6 8年5月におけるアオジのなわばり分布図であり、◎印は営巣位旳 

を示し、これは必ずしも5月の時点の巣のみではなく繁殖季全体を通じて発見した巣 

が入れてある。なわばりは季節的帽多少移動するものなので、5月のなわば;図とは 

全ての巣が一致することはない。

ァオジの分布は就験地ほぼ全城にわたっており、わずか｝て8 9林班い小班(第］図 

参照以下r 8 9 一い」)などの新柩地と「8 5ーぬ」の壮令林中央や「8 5 ーろ」な 

どの壮令下刈林に戻息しないだけである。彼等の採饵活動は殆んど低木林隔以下で主 

昆広業樹ヾ草木、・地上会浏象で純食性であるが、試験地ではしばしばカラマツの枝上 

で昆虫の幼虫を婀tしているのも目おしている。採輯活動はなわば歩から余り離れな 

いようである。嗚りは殆んどの場合、周囲から突き出た梢て・行なっており、尋に幼令 

造林地に敞在する孤立木や高木小林は必ずSong Posしに利用されている。また林 

椽部の髙木が畏・く利用される。「8 9小」では前年秋下刈りされたため6 8年は棲 

息しないと予想していたが、その中にある.2つの高木小林を根拠にして楼み着いてお 

り、そこをSong Pos tや避難埸として使っている。また下側の高圧線灌木林を足

-145-



場に下刈り地に入り込んでいる。ブオジは一般に近くに逃げ込める林を秘保している 

ようである。そうした那などと林極によく営巣する步とあわせて、アオジは低木林相 

を主生活域とした完全な林锻段であると言える。

(2)ウクイス

第5図但、@, ©はそれぞれ19 6 7年5月と7月および19 6 8年5月下句のウ 

クイスのなわばり分布図である。®において「1〇1—い、ろ」「8 9—へ」はんM 

ばり数が密樂しているが⑥では大分整理されている。プブシュがこの一帯では最も密 

て・あり、それだけ彼専にとって好遭であって、季節始めの場所の占有争いが激:しかっ 

たものと考えられる。冋年の6月に「8 5ーり」で下刈りが行なわれた瓜2つのん 

わばりが消えている。またその秋期に「101ーり」r 8 9-へ」とも下刈りされた 

が、6 8年にはその地帯には全くウグイスが入っていない。髙圧線下灑木林に多数入 

り込んでいる糸もあわせて、ウグイスが完全にブッシュ屑に依存している事が明らか 

で、採餌活動(ウグイスは殆んど動物使)、営巣の大半がその中で行なわれる。嚇り 

活動はプフシュ内でと行なうがしばしばカラマツ林や孤立木に登って职り、その際昆 

虫類を摂食する事もある。

③ アカハラ

第6図は19 6 8年7月のアカハラのなわばり分布図である。全体忙中］%林相で 

良く锭っている所に槪息し、上咼の有無は無関保といえる。絶変性であるが、育雌は 

他の鳥と同樣主として、動物質を用い、地上から上刷木まで採餌範囲としカラマツ林 

で昆虫類の幼虫を摂食することもある。本種はなわばり外の行動圏が非常に広く、200 

川〜5 0 0師の遠隔姑へも採餌に行く事もしばしばある。「8 5 ーぬJの壮令混交林 

や静地上探の天然林に良く採阴に行っている〇 Song—P。いは高所を好み、高正 

線の鉄塔途中で嘴ることもあった〇行動城が広い専から、営巣条件さえ駭えば近接の 

環境は雑多でも適応すると思われる。

④ ピンズイ

第7図伺)、@4X19 6 7年5月と1?6 8年5月のビンズイのなわばり分布図であ 

る〇 @ではなわばりのある「101ーは」、「8 5ーろ」、「8 9 —に、ろ」などは 

全て前年K伐採や下刈り枝行なわれた地域で、林床は革木や枯枝が散在するが、裸地 

状になつている所である。また「8 9 ーい」は草生造林試験地で新植カラマツの他は 

芝生状の低い其が生えている。その他林道治いのなわばり地域も林床に草木が多い。
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⑤、では前年から冋じ所に入り込んでいる他に、「101ーい」「8 9ーへJのよう 

K新たに前年秋蜩に下刈りされてウグイスが姿を消したあとにビンズイが多数入り込 

んでいる。このように新しく出現した好適環境にすぐ対応して入り込む能力は注目す 

べきで、個体群動態の現象としても興咪が深い。

ピンズイはいずれにせよ林床に草木がある事を条件とするようで、上圈は疎開して 

いる万が良いようて・ある。ただしSong-Postは必要で、林縁の髙木や開かつ地の 

孤立木を好んで選ぴ、余り突出木の無い「1〇〔ーい」などではSong-pos匕の争 

いが澈しく、またiwiり争い全体も散しくて落ち酒かないようである。試験地一帯 

のピンズイは巣傩から巣立ち堆の給餌全般に渡って「8 5ー归,り、ろ」などのカラ 

マッ林に依存しているようで、遠隔地からもしばしばこの林に飛来して採航して行っ 

た。m卩まカラマツイトヒキハマキが大半・で、ミミズなと・を魏ぶこともあった。さらに 

大雨の際にIま必らずこの林の中に避難しているようであり、ビンズイの生活圏は華原 

から壮合林まで一体となっていると見てよい。

⑤コルリ ・・・・

第8図®、何、は19 6 6年い9 6 7年のコルリのなわばり分布図で・。1966 

年め岫に「8 5 ーろ、ち」が下刈りされた結果6 7年ばそこから姿を消している。 

高圧線下潘木林て-コルリが入っている所は広葉樹がく"以上も髙く繁っている所であ 

り、「8 5-ぬ」も造林主林木の下は広葉樹が中下抑良く繁った部分を持つことか 

ら、コルリ心ゝなり繁った広葉樹、中跡林相に主国息すると如る。嚇りや採餌 

も全てその暦で行なう。高圧線下には毎年春先には入る"であるが、地"櫥が获 

いせいか余り繁殖がうまく行ってないようである。な払協織調査に•七ると、この林 

内のコルリの多くは毎年冋じ所に南方から戻ってくる事が判明したカ、それだけ住ろ 

なれた土地に愛滔を持っているものと思える。

(6?ホオジロとホオアカ ・...

第9図は19 6 8年6月のホオジロ(実線)とホオアカ(破線)のなわばり分布図

である。

ホオジ。の分布域は殆んどアオジも入っているが、ホオジ〇は解息故が少ないせい 

か、袞前が非常田大きく、それでいてプオジのようには、はっきりした林株部を 

余り含んて•いない。嚇りは林掇や祸い孤立木で行なう事もあるが多くは広いなわばり 

内で若干突出した木て・岫る。採餌は中低木林相に入ることなく、ブワシ=・や苹原で行
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なうかく、まれにカラマツ下枝で昆虫類の幼虫をとる事もある。i§避行動は広い行動城 

を巧みに逃げ造るようで、壮令林等に入る事は無い。このようにホオジロは明るく疎 

開したブクシュ林を主棲,羅城としている。

ホオブカはホオジロよりさらK草原的な林相を好む。「8 9ーは、へ」などいずれ 

も草生沂植地に棲している。孫餌活動は主として草原だ从一部はブクシュで行ない、 

關りも低い滔木やウラジロモミ、さらに草原の棒杭上などで行なう。逃避も草原内に 

巧みに潜伏してしまう。「8 9 ーい、へ」が6 7年に下刈りされた時には、伐り束の 

下とかこの朴珍の中央に2カ所ある小林を避穀、休息場としていた。

⑦シジュウカラ

巣箱を架股・する以前にこの近辺にシジュウカラが瘗息していた勇は箱かであろうが、 

濟地内にほ巣を造るような樹洞などは恐らく無かったと思われるので、大半は試験 

地上緑Q夭然林で繁殖していたと考えられる。その後巣箱架設によって7つがいから 

15つがいと繁殖を成功させつつ増加している事は、つまり画一的な人工造林によつ 

て常果場所が無いだけのために、礙息可能蝮の多く泌徒らにシジュウカラを拒否して 

いたと含・5郡になる。これはヒガラその他全ての洞巣性,為類にあてはまる事である。 

繁刷期には巣箝がそこにしかないために「8 5-ぬ、り」にはぼ棋息が限られている 

が、繁殖後期から秋冬春期にかBて相当移醐生が激しく、その際高圧線下湿木林など 

を涙り面下として、採餌をしつつ移動している。普通は冬期も残るが、大雪などの時 

は低地へ峰ってしまう。この鳥は食虫性の代表的なもので、広乘樹、カラマツ、ブカ 

マツ林などで採餌する。

⑥匕ガラ

巣箱架設戎よって繁殖朔に,試験地に入るようになった種鶏であるが、シジュウカ 

ラ抓優勢のためかそれほど増えていない。シジュウカラより上冊で活動し、カラマツ、 

アカマッの針葉樹につく昆虫類を採食している。夏冬期を問わず天然林からもかなり 

移動してきてカラマツ、アカマツ林で昆虫现を捕径している。繁沔期外は他のカラ類 

と共に混群をなして各程林相に出現するが、「1〇1ーは」の大分成長したアカマッ 

林は良く極としている。

⑨メジロ

コルリと冋じ広葉樹の中低木林に出現する他、「101ーろ」の幼令混交林にも出 

現するが、そこはブッシュ層の上に若干広葉樹が混っている。行動範囲は広く、採饵
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ん広藝樹の他カラマツ、アカマツ林で昆虫類を澈している。

⑩モ ズ

ァオジと同様完全な林糅秘である。胳い孤立木や小林の桁から見張り、嚇りを行な 

い、その直下の林内に巣を架ける条が多い。従って「8 9«Jの2つの小林は及< 

利用される。採饵は野原の突出木従静かに止っていて、地上の小動物を哭う。

⑥エナガ

主忙広葉樹中低木のある林相を好むが、若令カラマツ林にも出現する。行動範囲は 

広く、季節を問わずあ庄線下の滞木林を迪路として移動している。広葉樹倒が活動利 

象の中心であるびカラマツ林でも昆虫須を探索している。

⑫アカゲラ

主たる梃息域は上緑の天然林から「8 5ーぬ」に続く壮令林であるが、季節を問わ 

ず他の幼令造林地にも以く出現する。特に19 6 8庞にはr 8 9 一枢」網伐り残され 

て孤立している直径3 05、高さ6m程の枯大木昆穴を穿ち営巣し、2羽の饒を製立 

たせた。採餌行勤圈は8 9林班全体に及び更に「8 5ーり、ぬ」まで移行していた。 

太い樹幹に穽孔している幼虫などを摂企していた嫌子は余り無く、広棄樹や細い转の 

造林木から傳をついばんでいるのが観察された。

いずれにせよ、営巣場所さえあれば相当適応性があるということである。

⑬コムクドリ

従来上緑天然林に棲息し、試験地には採餌など忆飛来するだけであったが、、6 8年 

は前定アカゲラが巣立った後の穴え入り燈を巣立たせた。ここでもいかに営樂堀无( 

この場会浏巣)が大切な要朱であるかという事力;示された。採餌は2本のi1Q:圧線下潘 

木林带や「8 9ーへJの小林であった。

⑭マミジ白

「8 5ーぬ」及び8 9林班の髙圧線下田のみ絹息し、知りはカラマツの梢で行なう 

事も有るが、採餌など主たる生活域は中低広葉樹林相である。広乘糟は特に密生して 

いる所を好むようである。爲圧線下に棲息、営吳するものは採何に「85ーぬ」まで 

移動する事が多い。

⑮その他

以上主だった種の棲息疆境、桂廠伏況の概耍を説明したが、残りの少数棲息精につ 

いて简単に酸れておく。センダイムシクイ、トラック•ミ、ヤマシギは「8 5ーぬ」の

-1 / 〇-

みほ出現する。いずれも相当繁った広葉樹林を好む。オオジシギは「8 9ーい、へ」 

の草原にすむ。ヨタカ、キジバト、キジ、コジュケイ、ホトトギス頫は有動遊!が広く、 

•ほぼ全域に渡って出現する。カッコウがホオジロ、モズなどに、ホトトギスがウグイ

スに託即しており、カッコウはかなり槍恩数が多い。ヨタカは新植地の放fffi倒木下に 

営巣していた。コサメビダキは容先は「85-ろ、へ」など下鬲広葵樹が下刈りされ 

た空間のある林相へも入っているが、繁殖をまっとうするのは「8 5ーぬ」の林縁的 

な所に入ったものだけである。非常に荏蜘！の広いワシ、タカ類は上終天然林で繁殖 

し、試験地には採饵に飛来するだけでふるび、特にノスリは多く、夜植地上の枯立木 

に止り、ノネズミやノウサギを捕余している。

(3)林相別棲息鳥類

これまで各鳥糊毎田その椽息瑣境を総合的に解析してきたわけであるが,次にこれに 

基づいて、林相別にどのような烏類群集を有し、更に小林分がどのような役割を果して 

いるかをまとめてみる。

この就験地は細分化された各秘林相から成り立っているとはいえ、これまで示してき 

たようえ多くの鳥雅(において1つの林相のみでなくいくつかの林相にまたがった有機的 

な生活域を確保していることから、一機にどういう林相にはどういう鳥困びいると規定 

した言い万はむずかしい。ここでは各林班に出現する翩那1ついて、相観的に蚊要をま 

とめておくにとどめる。

濒毎の概括的な棒息林相は全体として前記山階鳥烦研究所報告とほぼ回じ結果にな 

っているが、特に幼令造林地帶の実鎮については新たにより探く解析し得たものと忘・え 

る。

①壮令混交林(8 5 —ぬ)

この林相では試験地繁殖種2 5種のうち16種が繁殖を行なっており,主に森林様 

と言われる朝類はここと高圧線下田しか出現していない。彼等はこの林相全体の森林 

的な様相と下稱の広装®t相のみIて引かれるものに分かれるであろうが、大部分の禅ま 

主林木であるカラマツ、アカマツも樑饵や啷り場として利用している申は確かである。 

この林分はここで繁殖するものばかりでなく、近辺の幼令造林地に槪息するもの舟採 

饵や避難に利用するし、上緑天然林棲息超の行動囲として、また春秋勘の渡りの際の 

JR妥な中継点としても利用している。林内の広葉樹の繁り万は雑多であるが、繁茂扶 

態に応じて、岛新も各自選択的に入り込んでいるようである〇冬季はカラマツ林のみ
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だと貧栄養的な林相になるがアカマツがあるため、伽も碰保されるし、寒纸からの防 

禦もできているようである。なお「8 5 ーろ」の下刈り壮令:林では安殉するものは敌 

稲田すぎないが、採饵拖域としては普通に利用される。

(2)ウラジロモミ幼令造林地

ブブシュ屈び下刈りされているいれいに拘らず、燃殖稲数は鼓高7験度であり、 

その多くのものが林縁的な部分や孤立木、高木小林を必喫としており、ちなみに1969 

年になって前年に下刈りされた「8 9 ーほ」ではウラジロモミ以外殆んど無いためか、 

全く烏が入っていない。ウラジロモミは営吳対象としては豪冠であるため、条件がよ 

ければ個体玫的には多く极息する專はこれまで見てきた通りである。幼令造林地と違 

って成長したウラジロモミ林は康くなり、下屈植生も抑えられるため、鳥相が変化す 

る事は充分予想される。

③ カラマツ幼金造林地

下刈り林では4迎、ブッシュ・暦カ;ある林では7用位でウラジロモミ林と同樣繁殖穫 

敝は少ないが、ビンズイを偽め、採饵に来るものが多い〇

④ ヒノキ幼令造林地

繁殖颠以は下刈り林で3畝 ブッシュ照が有っても4極位で個体数とも非常に少な 

いeこのヒノキ林内に髙木小林が殆んど無い步とヒノキが営巣対象として全く不適な 

ためて,ある。初年度に林縁に近く混入しているアカマッにアカハラが営巣した車はあ 

った。このヒノキ林に採仰に来る鳥類も殆んどないが、秋李にエナガ、ヒガラ等のカ 

ラ類混群がヒノキで採餌しつつ通遍したことはあった。

⑤ 幼令混交林(！〇!ーろ、•は)

全体tt植栽木び％であり、また樹種もアカマッ、カラマツ、ウラジロモミと多様で 

あるためか下刈の有無に関係なく繁殖種数は7〜8種類おり、個体敌も多い。ヒガラ、 

ブカゲラなど採餌札飛来するものや通路とするものも多い。キジ、ヨタカなども良く 

入っている〇

危草生新趾U 8 9-い)

カラマツ幼奪木の他はほぼ洋極草木におおわれていて、草原の観を呈しており、植 

生筮に比例するように繁殖Amは3種塩で少ない。そのうち主要後のビンズイは採饵 

活動の多くを他地域で行なう。じかしアオジ、ホオジ〇、ノスリ、さらに春先の7・力 

ハラなど採餌に来るものはかなりいる。またノビタキ、セブ力なと.秋季の渡りの際に
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寄って行くものもいるが、本来の槌息域E異なるのか定菊はしない〇

⑦ 裸地新枷也(8 9—ろ、に)

6 6年忙天然林を伐採し、6 7年にカラマツ在植栽した地域で、林床は裸地状であ 

る。ここには枯立木:や倒木がかなり残されているために、アカゲラ、コムクドリ、ヨ 

タカが繁殖し、ピンズイも余り草木が多くなくても入っているが地上物が無い場合田 

は入るかどうか疑間である。モズ、ノスリ七来て採余すろ。

⑧ 高圧線下濯木林带

鴻木林内のみで生活を行なうもの6珂、主に営巣場所として使うもの2種の計8種 

び繁殖活動を行ない個体数も多い。この瀬木林带は試跋地全面股の10%近くを占め 

るが、セし溯木•林帯が無いと仮定すると6 8年の例でB全楼息敬の2 0%強の3 5〇 

がいが棋息できない事になり、改ためてこの灌木林帯の存在価儼を認識した。さら忙 

その中に棲むものだけでなく、周辺に棲息する個体Kとって&絶好の採食地であり、 

アカゲラ、コムクドリなども採饵に来る。また周辺の幼金造林地に機息する種演の避 

難場として大事な役割を果しているし、春秋の移咖期にlii度リ菸下としても多くの即 

に利用されており、歌類(タヌキかブナグマ)の通路もついている。従ってこの海木 

林带が無い場合・ナ州戲全休£してさら忙大きな畛爵をこうむる事は明白である。

⑨ 髙木小林(8 9 —い、へ、林内に2カ所)本小班内のほぼ中央に2カ所離れて存在 

するカラマツ幼令林で15X2 0 "及び!。 X1Q ”「程度の小林分で高さは5浜以下 

である。いすSong-Post,営照 避難、採何、見張り、中継など多くの程に 

利用されている。

3)育林作業と鳥須の関係

(1)繁殖期における育林作業の影響

伐採という徹底的な林相の改変作業を除いて、下刈り、つる切り、除伐などの茹本的 

な育林作業は日本においては春期から夏期にかけて行なう審が普通であり、学問的にも 

裏付けされてい、る。しかしながらその時璃は烏類にとっては最も大切な繁殖期と一致す 

るわけで、ここに造林地内における烏做護の決定的な問題点が存在する。これらは写 

周は勝致林配置、作業の手加減、時期の調整など細かい施策で乗り切らざるを德ないと 

思われるが,ここでは先ず試験地で陶べたいくつかの下刈り又は除伐作業の彩骅に触れ 

ておく。

① カラマツ新植地下刈り(89 一い、他)19 6 7年忙試駿地近接の新植地で下刈り

-173-



が行なわれ、その際オオジシギの抱卵中の吳が発見されたが、オオジシギは人が近接 

して下刈りを続行していても逃げず、結局下刈り後も抱•卵を桂けていた。それに対し 

別の苗植地«おける19 6 8年の下刈りの際、キジの抱珈中の巣は故棄されたようt 

ある。「8 9 ーい」の草生造林地では良く下刈りが行なわれたが、19 6 8年夏期の 

下刈りの際ここに椎息していたホオ7•力の親子運れ江若干・驚いたようである疥、下刈 

り後の伐倒草木め下や高木小林に避難して、採餌などはそのまま草地で読けていた。 

恐らくビンズイの巣も破壊されない限り彩響無いものと思える。

(2)カラマツ若令林下刈り除伐(8 5 ーり)

19 6 7年6月にこの林分の高圧線より下の糖分の下崗植生の伐り払いが行なわれ 

たa似下いずれんブッシュクリーナーKよる)その際そこにはウダイス2つが“とア 

オジ1つかいび样息し、ウグイスとアオジの果卵各1個ずつ枝あり、作・業斑の好意に 

よりその周囲1贝噂度を伐り残してもらったが、結局は2つとも放棄され、ウグイス、 

ァオジともに姿を消してしまった。棲息環境全体が失なわれた結果、放棄したのであ 

ろう。

③ウラジi□モミ林下刈り除伐(85一る)

19 6 8年7月にこの小林分全体にわたって下席植生の刈り払いが行なわれた。そ 

の際ウラジaモミに架けてあった3つの奥舟裸出されそのうちブオジの産卵中の1吳 

は放棄されたの化比べ、7•オジとホオジ〇各1巣の中血觥のいる史はそのま吏鋭によ 

って育雒が続けられ,巣:立ちに成功している。放棄された巣は,J、林班中央にあって機 

息環境の大即分が破變されたのに比べ、後の2つは林綠に近く採饵域などが別にあっ 

たため育撲が完遂できたとも考えられるが、恐らくは谜の段階になるとシジュウカラ 

でも見られるように擁への愛精心が為くなって少し位の環境変化は平以になるのでは 

ないかと思われる。なおこの下刈りの後、この小林班の林縁に寄ったウラジロモミ祀 

巣を架けてさ雄に成功したブオジがいた。また、この小林班を主たる彬息城としてい 

たウグイス2つかいは周辺部に押しやられたが権息し続け、潮木林带など忙営巣し、 

19 6 9年にも2らがいとも周辺部で会わばりを持っていた。

⑵ 育林作桀による鳥相推移

下刈り作業などが行なわれた後、林相の成長変化と鳥相の推移との函係は興味ある間 

嗽が、この試験地で牡まだ3年しか経過しておらず、正確な多くの事例忙よっている 

わけではないが、若干明らかとなったものを示してお<〇
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幼令造林地下刈り、(101ーい、は、8 9-は)「101-UJについては前述 

したように林相が多様なため、除伐してもそれほど,烏相に影卷注なかったが、「101 

ーい」、「8 9ーは」などでは下刈り亜年はウグイスが完全に变を消し、ピンズイが 

侵入した。しかし両地区とも次の年にはビンズイが少なくなり、すでにウグイスが少 

し復帰を始めている。つまり幼令造・林地にお”るプッシュ層の課生が早いための変化 

であろうが、両林分とも樹高が若干為いという皇も関係している。「!01-い」と 

同年に下刈りされた「8 9-へ」のウラジロモミ林ではその次の銀にはビンズイが入 

ったが、その次の年にはビンズイが姿を消しても、ウグイスは!！fだ戻り始めていない〇 

っまりこのウラジロモミ林は「101ーい」や「8 9ーは」より後の造林地でまだ樹 

髙が低く、林分全休としてブッシュ蘇生は冋じでもウグイスが戾り始めるほどには垂 

直構造全体として密ではないという事があるのであろう。

(2)壮I令林琮伐(8 5 —ろ、ち)除伐前はコルリ、マミジロ、など森林陰の超が多くい 

た地域で、その後全く鳥相が貧弱になっているのであるが、上腐造林木がかなりうっ 

閉しているため、下柄植生の回彼も遅く、この3カ隹殆んど烏相に変化が兒られず、 

林分全体死んだよう忙なっている。結局、壮令林における下層植生の刈り払いけ、幼 

令林のそれに比べ、多くの烏炳を追い払うと共に、その回彻も遅く、鳥繳の捶・RK不 

利益て•あるという事になる。この壮令林の現在の下野植生は19 5 8年頃絹除伐され 

たもので、その後コルリなどが枯息するためには5〜6年以上かかったと見られる。

4)誘致施業法の検討

これまで解析してきたところは、全てこの容士山賦験地というー地域の現象であり、動 

相物地理、地形、気俛 水系、土燃 植栽樹籾、造林施遂休系などの多くの要因のうちの 

わずかの現象の組合せについてしか解析を加えていないわけであり、勿論日本全域とか中 

部山岳一帯とか広い地域に普演的昆当てはまるものではないが、一部天然生林を混えた人 

エ造林地带における烏席の楼息環境の特微、生活様式と林分の嚇、烏の行動圏の拡がり、 

さらに繁宛(期内外の烏相動應などについかなり構造的、機能的田基木線を抽出し待ている 

と’思われるので、これらの箕料及ぴ前記山階岛類研咒所報吿性基づいて、巡林地帯忙おけ 

る誘致施業法を検肘しておくのはむだではないと考える。

人工造林地で瞬c施業を行なおうとすれば多くの場合すぐその林地の諸生派性と抵險す 

るかは明らかであり、従って検討比あたっては、諸生産性との妥協,の程度K応じた諾施策 

を考えざるを從ないわけであるが、ここではまず鳥類誘致の理念あるいは考え万について
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若干验理を行なった後、それに基づいた杨我の方向性に治って、原則的な施業方法の検討 

を進めて行く万針である。

山陶局類研究所報告の人工造林她K出狗する鳥相企みると、中部山話地域の造林対象地 

帯に天然に出現する頻類の殆んど全部舟人工造林地にも權息可能であることがわかる。し 

かしたから、山階烏?fl研究所報告の調敬!象林の全てが5 〇年生前後の老壮令林であって、 

今後増加する幼令造林地には関係が無く、また、全ての老壮令林が充分咲富な烏相を㈱ 

する事は不可能である诉も示咳している。近年の烏：明保茂は天敵としての有堂烏類の保綬 

という貌点のみで無く、一般的自然保務や観光安源としても対象とされており、その観点 

に立って国立公園や威欧保議区も遅用されているのであろうが、そこて・は普通の俺林搶樂 

もかなり行なわれており、規制もそれほど強くないように思われる。しかし扈底の天然資 

宠として、また鳥類の個体群ストブクとして、地域なり一定の％類群集について保護すべ 

き所は完全田保鑑すると言う歩でなければならない。さらにそういう地域での造林跑業に 

は强力な規制が必姿となる。こうした措置があってはじめて、施滅適地は充分に;林業に供 

すべきであるとaう車になるカ;、そこに惹起するのがこれまで•営ってせた病虫猷害の大発 

生である。一斉単純人工族化が病虫獣害の発生を促している昶は客観的邸灾であり、また 

そうした環境が被害を受けやすいと.含う串は近年理湍的、実記的に明らかにされつつある。 

そこにおいて現在は森林から追い立てられつつある.％類が実際に森林の有罟虫猷をいかに 

•良く抑制しているかと莒う研究も外国ではかれり進んでおり、鳥炉のみでなく天敵昆虫掘 

等もあわせて環境梃抗性の強化が混まれる段階忙ある。日本においては今後山扬地域,み 

で無く低山地帯て•も新たに林業対象として再開発されて行くであろうが、これら地帯にっ 

いても、自然保領や景観維持の觀点からます総合的な計両を立てた上でさらに生物的防除 

体系を充分考患に入れた森林施果が行なわれることが印・ましい。要する忙麻演勝致施漿の 

基本的な方向というのは、特に烏類の減少の若しい日本においてまず総合的な利用計画を 

立てだ上で、そのおのおのの地域について可及的多様な烏相を雜持するという事であり、 

媲低銀、いたずらに鳥類を压迫する施業は避けるべきであると窝う事になる。誘致施業の 

実施渕・画としては大きく以下の系列に分けて、それぞれの段階で目的に治うように塞林施 

菜と調却させてゆくという學になるが、そのうち特にn、niについて、これ・まで解析して 

きた事がらを参考にして計画を立てて行く舉になる。

,I広域的計画 ・ 、 ’ ^

①厳正保證地带の設定
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(2)広域櫟!整

n 狭域的計画

①林分配槻

(2)旖桀稔期の調整

in林分内計画

①具体的棲息諸条件の整備

(2)育林諸作業の將整

以 上
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